








































































































































などを含む，いわゆる一般兵役動員としての「総動員 die allgemeine Mobil-
machung」は，純粋な軍事用語であったし軍隊内部のみでの使用に資する
概念であった（第一次大戦開戦時にドイツで発布された「総動員令」は“die










































































































































































































































































































１ Jünger, Ernst: Die totale Mobilmachung. In: ders.（Hrsg.）: Krieg und Krieger. Berlin
1930, S. 10―30. 本稿で『総動員』のテクストを引用する際には，特に注記しない限り
次の版から行う。Jünger, Ernst: Die totale Mobilmachung. In: ders.: Politische Publizis-








わちユンガー編 Krieg und Krieger（１９３０）所収）を挙げているが，テクストの異同か
172 専修人文論集１０１号
らいって著作集版からの翻訳であると考えられる。
２ Benjamin, Walter: Theorien des deutschen Faschismus. Zu der Sammelschrift
»Krieg und Krieger«. Herausgegeben von Ernst Jünger. In: ders.: Gesammelte
Schriften . Hrsg. von Rolf Tiedemann und Hermann Schweppenhäuser, Bd. III, S. 238―
250. ベンヤミンからの引用は特に断らない限り同書からとし，引用する際には文中
括弧内に巻号とページ数のみを示す。ベンヤミンのこの文章は，ユンガーが編者となっ




を遂げたレマルクの Im Westen nichts Neues（１９２９）での戦争描写に反対した作家
たちが，自らの戦争体験を基に掲げたレマルク作品へのアンチ・テーゼとして登場し
た（Vgl. Sontheimer, Kurt: Antidemokratisches Denken in der Weimarer Republik. Die
politischen Ideen des deutschen Nationalismus zwischen 1918 und 1933. München 1968,
S. 90）。レマルクの作品に先がけたのは，ユンガーの『鋼鉄の嵐のなかで（In Stahlge-
wittern）』（１９２０）など少数であった（Vgl. ebd.）。
４ Mann 1960, S. 399.
５ Mann 1979, S. 464.




















受賞。レマルク（Im Westen nichts Neues, 1929）などドイツにおける第一次世界大戦
後の反戦小説の先がけとなった。






イツの動員」であるから，と断りの理由が挙げられている。Vgl. Kiesel 2009, S. 412;
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につけていた軍服，勲章などに「吐き気」をもよおした。（Vgl. Jünger: Sämtliche Werke.
Bd.2, S. 470; Brekle 1994, S. 336）
２４ Jünger, Ernst: Großstadt und Land. In: ders.: Politische Publizistik ., S. 234. ただしノ
イロールは，ヴァイマル期における第一次世界大戦従軍経験あるいは兵士世代の特権
化は戦後すぐにはほとんど目立たず，１９２９年以後に神話的な扱いを受けることになる
と指摘している。Vgl. Neurohr 1957, S. 61.




２７ Krakauer 2011, S. 234.
２８ Jünger 1980, S. 142.（強調はユンガー）
２９ 糸瀬２０１３，４８頁。
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